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1. は じ め に 

1.1. 成人が趣味を追求することの価値 

 長寿命化をむかえる21世紀の社会において，成人に

とっての趣味の価値が高まっている．成人にとって趣

味は，余暇の場において自らの能力を発揮し自己実現

を果たす機会である（JONES and SYMON 2001）．長寿命

化を受け，経営思想家は「教育→仕事→引退」という

人生モデルを脱却し余暇を活用したライフデザインを

説くようになっており（GRATTON and SCOTT 2016），

また日本政府の高齢社会対策や生涯学習社会の実現に

向けた政策においても，社会参加としての趣味の促進

が位置づけられている（内閣府2012，文部科学省 2016）．

成人の趣味を支える社会づくりが求められていくだろ

う． 

 趣味は「ある人が生活に必要な収入を得ることを目

的とせず自発的に参加する余暇活動で，特に専門的か

つ長期的に追求される点で一過性の気晴らしから区別

されるもの」と定義できる（c.f. AZEVEDO 2017）．例え

ば，質の高い演劇を追求し仕事以外で「輝く場所」と

なっていた社会人劇団の活動は趣味である（高橋 

2015）．だが，こうした社会教育の枠組みの外部で行わ

れる趣味やアマチュアの文化活動は，これまでの生涯

学習研究では明確な位置づけを与えられてこなかった

（歌川 2008，杉江 2009）． 

1.2. 学習科学における先行研究 

 しかしながら注目すべきことに，近年の学習科学に

おける学校外学習研究が趣味を扱い始めている

（BARRON and BELL 2015）．例えば，AZEVEDO（2013）

はアマチュア天文学のエスノグラフィーを行い，趣味

における興味を支える環境の特徴を明らかにしている．

それによれば，興味にもとづく天文学実践の維持・継

続は，（a）望遠鏡や文献などの豊富な物質的インフラ

ストラクチャー，（b）観測スポットや天文学クラブと
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いった複数の場・実践共同体，（c）天体カタログや雑

誌の特集による短期的・長期的な追求の構造化，（d）

互いの興味を把握した趣味人どうしの助け合いといっ

た集合実践への参加支援，によって支えられていた．

このほかにも，実践の道筋（AZEVEDO 2011），学習の

生態系（BARRON 2006，CORIN et al. 2017），構造的関係

性（BRICKER and BELL 2012）といった，趣味を扱うた

めの理論的枠組みが提起されている．将来的に成人の

趣味を支える学習環境デザインを行っていくためにも，

基礎研究として趣味を支える学習環境のあり方を明ら

かにすることは有効な戦略である． 

1.3. 興味の学習と学習環境の枠組み 

 先行研究は，趣味における「興味の学習」とそれを

支える「学習環境」の関係に特に着目している．興味

とは教育心理学における構成概念としての個人的興味

である．これは「対象に何度も関与しようとする認知

的・情動的な動機づけの傾性」と定義されており

（RENNINGER and HIDI 2016），自発的な活動としての趣

味の本質をなすと同時に，学習され変化する性質があ

ると考えられている． 

趣味における興味の学習は，非意図的に起きるイン

フォーマル学習である．すなわち，「仕事，家庭生活，

余暇に関連した日常の活動の結果としての学習」（山

内 2016）であり，趣味の実践者にとって必ずしも「学

習」としては意識されていない．しかし，旅行を楽し

むうちに外国文化に興味を抱くというように，非意図

的な興味の学習によって趣味はより面白くなっていく

（LIU and FALK 2014）． 

興味の学習を支える学習環境を，本研究は AZEVEDO

（2011)の「実践状況」の定義を参考に「趣味が実践さ

れる状況において，興味の変化に影響を与える，身体

的，物質的，文化的，共同的，制度的な要素」と捉え

ている．前述した AZEVEDO（2013）の場合，望遠鏡の

ような物質的道具から，天文学クラブのような共同的，

制度的な集団も研究者によって「学習環境」と捉えら

れる． 

1.4. 先行研究の課題と本研究の提案 

 成人の趣味を支える学習環境について解明するうえ

で，現時点での先行研究は「長期的な興味の学習」と

いう，成人において顕著になるプロセスに焦点化して

いない課題がある．余暇の社会科学的研究であるレジ

ャースタディーズによれば，成人が趣味を長期的に継

続するなかで，趣味への主観的な認識や意味づけの変

化が起きる（STEBBINS 1992）．しかしこれまでの研究

は，若者の趣味を扱うにせよ（AZEVEDO 2011，BARRON 

2006，BRICKER and BELL 2012），成人の趣味を扱うにせ

よ（AZEVEDO 2013，CORIN et al. 2017），研究対象者が

趣味を５年以上長期的に継続していたとしても，その

中での長期的な興味の学習に焦点化した分析は行って

いない． 

 それゆえ長期的な興味の学習とそれを支える学習環

境の関係の解明が求められるが，その際に課題となる

のが興味の学習を表現する概念の不足である．これま

で，興味の学習は「興味の発展（interest development）」

の概念によって表現されてきた（RENNINGER and HIDI 

2016）．これは「ある対象に興味を抱くようになる過程」

を指す．例えば，楽器演奏者が新しく「指揮」に興味

をもったとき，それは興味の発展である．だが，「指揮」

への興味がそれまでどのような興味を抱いていたから

こそ発展したのか，あるいは「指揮」への興味が今後

どのように変化していくのか，といった長期的な興味

の学習は「興味の発展」の概念では説明できない．あ

くまで「新しい興味」を抱いたこと自体しか表現でき

ないのである． 

 そこで，本研究は新しい概念として「興味の深まり」

を提案したい．これは「いったん抱かれた興味をもと

にして，同一領域内の新たな興味へと変化していく過

程」である．例えば，「指揮」への興味が発展した理由

が「演奏」への興味だけでは飽き足らなくなったため

であった場合，それは音楽という領域において演奏か

ら指揮へと興味が深まったと捉えられる．一方で，楽

器演奏者が「サッカー」に興味を抱いた場合，何かし

らの間接的な媒介を通して音楽からスポーツ領域へと

興味が広がっている．図１に示したように，それまで

抱いていた興味とは別の領域で興味が発展することは

「興味の広さ（breadth of interest）」を指すが，同一領

域内で，それまで抱いていた興味との連続性のもと新

しい興味が発展することは「興味の深さ（depth of 

interest）」を指すのである（AINLEY 1987，ITO et al. 

 

 

図１ 興味の学習を表現する概念 
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2013）．同一領域内でも興味の深まりには様々な方向性

があることが考えられるが，まずは着目する方向性を

限定しないことで，長期的に趣味を継続する成人とそ

れを支える学習環境の関係の実態を明らかにできるだ

ろう． 

1.5. 本研究の目的 

以上の議論から，本研究は「成人の趣味において，

学習環境との関わりによっていかにして興味が深まる

のか」を明らかにすることを目的とする． 

2. 方 法 

2.1. 調査協力者 

 本研究では，成人によって長期的に継続される趣味

の事例としてアマチュア・オーケストラを選択した．

アマチュア・オーケストラは学生から社会人まで幅広

い年代層が参加する趣味であり（畑農 2015），スポー

ツと異なりけがや身体的衰えによる引退が少ない．ま

た，競技ではなく段級位制も存在しないため「勝利」

や「昇段・昇級」という目標が存在せず，個々の興味

に活動が委ねられている．これらの特徴から，長期的

な興味の深まりを研究するうえでアマチュア・オーケ

ストラは適切な対象であると考えた． 

アマチュア・オーケストラの主な活動内容は，定期

的に演奏会を開くことである．その本番に向け，オー

ケストラ団員たちは毎週の練習を数ヶ月にわたって続

けていく． 

 本研究では，アマチュア・オーケストラに所属した

経験のある人をアマチュア・オーケストラ団員とみな

した．3.1.2.の理論的サンプリングの結果，最終的な調

査協力者は表１に示す15名となった． 

2.2. 調査手法 

2.2.1. 回顧的インタビュー 

 本研究では，アマチュア・オーケストラ団員に対し

て，興味の深まりの経験について回顧的インタビュー

調査を行った．回顧的インタビューで得られるデータ

は団員が記憶し言語化できる範囲に限られるものの，

10年以上に及ぶこともある長期的な興味の深まりを捉

えるために有効な手法である．実際，生涯にわたる長

期的な学習を扱うために，熟達研究では回顧的インタ

ビューが現実的な手法として活用されている（SOSNIAK 

2006）． 

 調査は2016年６月から2016年12月の期間に行われた．

１人あたりのインタビュー調査に要した時間は60分か

ら90分程度である．インタビューの内容は IC レコーダ

ーに録音し，調査者が文字起こしを行った． 

2.2.2. 質問項目 

 インタビューでは以下のガイドに従って質問を行っ

た．（1）活動経歴：これまでどんな楽器を習い，どん

なオーケストラや楽団に所属してきたか．（2）現在の

興味：ふだん公演に向けて練習したり，当日本番を迎

えたりするなかで，何を重視したり，面白いと思った

りして活動しているのか．（3）これまでの興味：活動

のなかで重視したり面白いと思ったりすることがらは，

音楽を続けていくなかでどのように変化してきたか．

（4）学習環境との関わり：自身の音楽活動を振り返る

なかで，そうした変化はなぜ起こったと思うか．これ

らの項目から団員の自由な語りを促す半構造化インタ

ビューの形式をとった． 

このうち（2）の項目は，1.3.で述べた個人的興味の

定義をもとに作成した．それに加え（3）の項目につい

て語られた内容の中から，特に「興味の深まり」に当

たるものが分析で析出されることになる． 

2.3. 分析方法 

インタビューで得られたデータをもとに，グラウン

デッド・セオリー（GLASER and STRAUSS 1967）を参考

に分析を行った． 

3. 結 果 

3.1. アマチュア・オーケストラ団員の興味 

3.1.1. 分析過程 

 まず，アマチュア・オーケストラ団員が抱いていた

興味について分析をおこなった．1.3.で述べた個人的

 

表１ 本研究の調査協力者 

協力者 性別 年齢 演奏楽器 オーケストラ参加歴

/楽器演奏歴（年） 

協力者１ 女 29 クラリネット  4 / 13 

協力者２ 男 24 トロンボーン  6 / 14 

協力者３ 男 63 フルート 21 / 50 

協力者４ 男 25 ホルン 12 / 12 

協力者５ 女 34 ヴァイオリン 14 / 14 

協力者６ 男 58 マリンバほか 20 / 50 

協力者７ 男 40 ヴァイオリン 22 / 29 

協力者８ 女 40 代 ヴァイオリン  8 / 18 

協力者９ 男 44 ホルン 25 / 28 

協力者 10 女 28 トランペット  9 / 12 

協力者 11 女 25 チェロ 10 / 10 

協力者 12 男 24 コントラバス  2 / 11 

協力者 13 男 41 クラリネット 21 / 29 

協力者 14 男 57 ファゴットほか 38 / 41 

協力者 15 女 50 代 ヴァイオリン 30 / 36 
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興味の定義から，興味は「関与する対象」と「対象に

関与することへの認知的・情動的評価」から構成され

ると考え，興味についての語りに対し［対象―認知的・

情動的評価］という形式で概念を付与した．さらに，

同じ対象に向けられた興味を包含するカテゴリーを作

成した．例えば［上達と達成―楽しさ］という概念は，

「演奏技術を上達することが楽しい」という興味を表

し，［上達と達成―切迫感］と同じカテゴリーに含まれ

る． 

3.1.2. 理論的サンプリング 

 データの取得・分析と平行して，結果の妥当性を批

判検討するために新たな研究協力者を募る理論的サン

プリングを行い，最終的に全員所属団体の異なる15名

の協力者を得た．協力者１と２は第一著者と，協力者

３は第二著者と以前から面識があったため，調査の出

発点として協力を依頼した．次に，分析においてオー

ケストラ活動歴と演奏楽器の種類が与える影響に着目

したため，中学生の時からオーケストラに参加してい

る協力者４，弦楽器を演奏している協力者５，打楽器

を演奏している協力者６に，第一著者の知人および第

二著者を介して協力を依頼した．さらに，オーケスト

ラ内での役職の影響に着目したため，コンサートマス

ターの経験が長い協力者７に協力者５を，団長を経験

した協力者11に第一著者の知人を介して協力を依頼し

た．同時に，学生オーケストラと社会人オーケストラ

の差異についても検討するため，社会人になってから

オーケストラに参加した協力者８に協力者７を，地方

在住の協力者９に第二著者を，学生時代から熱心に活

動しているという協力者10に第二著者の知人を介して

協力を依頼した．また，活動年数の少ない場合の検討

のため，第二著者を介して協力者12にも協力を依頼し

た． 

 この時点での分析において，活動経歴や演奏楽器の

差異ではなく，長期的に活動を継続するなかで団体内

や団体間で立場を移動する経験が興味の深まりに与え

る影響に焦点が当たるようになっていた．第二著者を

介した協力者13，協力者13を介した協力者14，協力者

14を介した協力者15は，それぞれ20年以上長期的にオ

ーケストラで活動しているため調査協力を依頼した．

協力者14までの分析に対して協力者15の事例は新たな

反例とならなかったため，その時点で一定程度の理論

的飽和に達したと判断した． 

3.1.3. 分析結果 

分析の結果，アマチュア・オーケストラ団員の興味

を表す10の概念と６のカテゴリーが生成された（表２）．

ここで生成された興味の概念を利用し3.2.および3.3.

の分析を行うことで，アマチュア・オーケストラ団員

がいかなる興味の深まりを経験しており，それがいか

なる契機のもとに起きていたのか，学習環境とはどの

ような関係にあったのかを明らかにしていった． 

3.2. アマチュア・オーケストラ団員の 

興味の深まり 

3.2.1. 分析過程 

 3.1.で生成された興味の概念をもとに，興味の深ま

りを表す概念を生成した．1.4.で述べた興味の深まり

の定義をもとに，データの中で「それまでの興味を参

照したり対比させたりするなかで，新たな興味につい

て説明している」部分を，興味の深まりについての語

りと解釈した．そして，［深まる以前の興味→深まって

以降の興味］という形式で，興味の深まりを表す概念

を付与した．例えば「長く続けてる方が色んなことに

出会えるので．上手い下手はおいといて，続けてるこ

 

表２ アマチュア・オーケストラ団員の興味 

 興味 該当人数 

 対象 認知的・情動的評価  

音楽への無自覚 ―― ―― 5 

演奏の上達と達成 上達と達成 楽しさ 6 

 上達と達成 切迫感 7 

楽曲の理解と分析 音楽的構造の理解と分析 楽しさ 4 

 社会的背景の理解 楽しさ 2 

アンサンブルの享受 合奏上の役割の遂行 楽しさ 4 

 合奏上の役割の遂行 責任感 3 

 アンサンブルによる音楽づくり 楽しさ 5 

団体活動の促進 音楽的指導 使命感 2 

 運営と企画 使命感 8 

参加すること自体 参加すること自体 価値 3 
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とに割と価値があるんちゃうかなと思うように」とい

う協力者９の語りは，かつてもっていた［上達と達成

―切迫感］という興味から［参加すること自体―価値］

という興味への深まりであると解釈し，［上達と達成

→参加すること自体］という概念を付与した．さらに，

深まりのパターンの共通点をもとに，それらの概念を

統合する概念を析出した． 

3.2.2. 分析 

分析の結果，興味の深まりを表す３つの概念が生成

された（表３）． 

（１）音楽的な無自覚からの脱出 

 「音楽的な無自覚からの脱出」は，オーケストラに

参加していたもののこれといった興味の対象がなかっ

た状態から抜けだし，何らかの追求したい目標や楽し

さを見いだす，という興味の深まりである．団員は活

動に参加している時点である程度オーケストラに興味

を抱いていると考えられるが，必ずしも音楽活動にお

ける具体的な興味があるとは限らない．それゆえ，何

らかの具体的な興味の対象を見つけることが興味の深

まりとなる．この深まりは５事例確認することができ

た． 

 例えば，協力者２は大学オーケストラに所属して２

年目に「音楽的な無自覚からの脱出」を経験した．彼

は中学高校時代の吹奏楽部や，大学オーケストラ１年

目にはこれといった興味の対象をもっていなかった．

だが，２年目に出演した演奏会に向けた練習の過程で，

［合奏上の役割の遂行―楽しさ］へと興味を深めてい

くことになる． 

 

2012年の冬の演奏会が，ひとつの僕の転換期ってい

ったらあれやけど．オケとか演奏とか音楽に関する

考えかたが結構変わったときで．そこまで，例えば

６年間の中高とやってきたりとか，１年大学オケで

やってたっていうのは，なーんとなーくやってた感

がすごい強い．（中略）そのときにもらった曲で，後

輩２人がすっごいうまい子が入ってきて．その子が

一生懸命，僕あまりうまくなかったから，いろいろ

教えてくれるんやけど．そこでやっぱり曲も曲で，

すごいストーリーのある曲で．そのストーリーから，

熱く演奏するっていったらあれやけども，音にはち

ゃんと意味があって，こういう風に吹きましょうと

か．だからここはトロンボーンが聞こえるべきやか

らもっとこういう風に吹こうとかっていうそのアプ

ローチを，指揮者から言われるよりも前に自分から

考えて吹く．っていうのを一生懸命やりましょうっ

ていう風になってって．そこにはまってったのが，

その冬なんですよ（協力者２） 

 

彼にとっては熱心な後輩との出会いが，音楽的な無自

覚から脱出する契機となったのである． 

 このほかにも「吹けたし，楽譜も読めたし指も動い

たから，なんかまあ吹いてたんですよね．ただ吹いて

 

表３ アマチュア・オーケストラ団員の興味の深まり 

興味の深まり 深まる前の興味 該当者 

 ↓ （協力者＊） 

 深まった後の興味  

音楽的な無自覚からの脱出 ［音楽への無自覚］ 1, 2, 4, 6, 11 

 ↓  

 ［合奏上の役割の遂行―楽しさ］ 

［合奏上の役割の遂行―責任感］ 

［音楽的構造の理解―楽しさ］ 

［運営と企画―使命感］ 

 

上達・達成へのとらわれからアンサンブルへ ［上達と達成―楽しさ］ 

［上達と達成―切迫感］ 

10, 13, 14 

 ↓  

 ［アンサンブルによる音楽づくり―楽しさ］  

参加すること自体の価値を見いだす ［上達と達成―楽しさ］ 

［上達と達成―切迫感］ 

［合奏上の役割の遂行―責任感］ 

［運営と企画―使命感］ 

4, 9 

 ↓  

 ［参加すること自体―価値］  
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たみたいな」という状態から［合奏上の役割の遂行―

楽しさ］へと興味を深めた協力者１の経験などが「音

楽的な無自覚からの脱出」と判断された． 

（２）上達・達成へのとらわれからアンサンブルへ 

 「上達・達成へのとらわれからアンサンブルへ」は，

かつては楽器の上達や演奏会をこなすことが興味の対

象であったが，活動を続けていくうちに上達・達成を

繰り返す日々にマンネリを抱くようになり，それに対

して「仲間たちとコミュニケーションしながらどれだ

け良い合奏をするか」という点に興味を見いだすよう

になる，という興味の深まりである．この深まりは３

事例確認することができた． 

 例えば協力者10は，大学オーケストラに所属してい

た４年間は［上達と達成―楽しさ］という興味をもっ

ており，またそれに追われていたという． 

 

枠が決まったなかで一生懸命上達しようとしてたみ

たいな．「先輩がこうだからこうしなきゃ」とか．自

由じゃなく，いっぱいいっぱいになってたなってい

うのが今思うと．ただ別に楽しくなかったんじゃな

くて，楽しくやってたはずなんですけど，途中でや

っぱり音楽を楽しむってことを忘れて，毎日のルー

ティーンのなかで，これはやりきらなきゃいけない

からやってるみたいな時もけっこうあって（協力者

10） 

 

それゆえ，協力者10は大学を卒業したらオーケストラ

活動からは手を引こうと考えていた．しかし，たまた

ま大学４年生の時にエキストラとして参加した社会人

オーケストラの経験が転機となる． 

 

もう結構疲れ切ってもいて，その時点で４年間やっ

て，もうこれいいなと思って，もうやらないなと思

ってたんですけど（中略）たまたま４年の時に乗っ

てみようかなってことで，エキストラでその団体に

出演をしたんですね．そうしたら練習の時に，当時

その木管陣がかなり優秀な人たちが揃ってて，学生

オケと違う空気で社会人オケだから，１回１回の練

習にすごい集中してるなっていうのが分かって，さ

らに，すごい楽しそうだったんですよね．生き生き

してて．学生オケってやっぱり，週３日オケがあっ

て，それ以外の日もみんな個人練とかセクション練

とかしてて，４，５ヶ月ぐらいかけて１曲をしあげ

るみたいな．結構長期戦じゃないですか．毎日毎日

練習があってみたいな．その中で社会人オケって土

日のどっちかしか使えなくて，しかもかなり短期間

で仕上げてくから，１回１回みんなすごく楽しむし，

すごく集中してるし，空気が全然違ったんですよ．

音楽づくりをしてる！みたいな．生き生き感があっ

て．それにすごい，楽譜上休んでる時に，「はっ」急

に感銘を受けて．（中略）だから音楽っていうよりは

オーケストラってすごいなっていうのが．個人で家

で吹いてるんじゃなくて，みんなで集まってオーケ

ストラで演奏するっていうことのすごさっていうか，

その力ってすごいなって思って（協力者10） 

 

それまで活動していた大学オーケストラでは出会えな

かった音楽づくりの楽しさに社会人オーケストラで気

づき，協力者10は［アンサンブルによる音楽づくり―

楽しさ］へと興味を深めたのである． 

 このほか，協力者13は［上達と達成―楽しさ］の興

味のもと修行のような厳しい練習の日々を過ごしてい

たが，スランプを経験することになった．だが，アメ

リカのオーケストラへの参加や新しい指導者との出会

いを経て「自分をむしろ黒子に徹してまわりに溶け込

ませるみたいなことができるようになってくると，ま

た俄然オーケストラが面白くなってきて」と，［アンサ

ンブルによる音楽づくり―楽しさ］へと興味を深めて

いた．こうした経験が，「上達・達成へのとらわれから

アンサンブルへ」と判断された． 

（３）参加すること自体の価値を見いだす 

 「参加すること自体の価値を見いだす」は，それま

で何らかの興味のもと活動を続けてきたが，そもそも

自分の生活にオーケストラに参加する時間があること

や，活動を継続することそのものに価値を見いだすよ

うになる，という興味の深まりである．この興味の深

まりを経験した団員にとって，オーケストラをするこ

とは「当たり前」のことではなく，それ自体が意味の

あるものだとみなされる．この深まりは２事例確認す

ることができた． 

 例えば協力者９は，かつては［上達と達成―楽しさ］

という興味のもと活動をしていた．だが，就職や転職

を経て地元へ帰ってからもオーケストラを続け20年以

上経過した現在，継続そのものに価値を見いだすよう

になった． 

 

今になってみれば，長く続けてる方が色んなことに

出会えるので．上手い下手はおいといて，続けてる
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ことに割と価値があるんちゃうかなと思うように．

最近やっぱり40とか過ぎると思うようになってきて．

それは特にこっち帰ってきてからですね．こっち帰

ってきて，上手いのに越したことはないけれども，

みんないろんな，それこそ仕事とか，家庭とか子育

てとか背負ってやってるんやから，とりあえずは上

手い下手は上手い方がええけど，続けてるのってみ

んなえらいよねみたいな価値観にちょっとこう変わ

ってきてますね．やっぱりこう，それは年取ったっ

ていうのもあるし，自分が子育てを経験したりとか，

ある程度仕事をやってきたりした中で，「みんなこ

んな環境でも続けてんねやから」．だから，今はやめ

ちゃう人がもったいないと思って．特に女性なんか

が，結婚とか子育てとかでやめちゃうのはなんかも

ったいないなっていう思いが，すごくあるんですよ

ね（協力者９） 

 

協力者９は，仕事や家庭を抱え大変ではあるが，しか

し継続していればこそ何らかの面白さに出会えると考

えている． 

このほかにも協力者４は，就職していったんオーケ

ストラ活動から離れたことによって，逆に「自分の時

間の一部にそれがあることが実は重要」と，オーケス

トラに参加することの価値を気づかされていた．この

経験も，「参加すること自体の価値を見いだす」である

と判断された． 

3.3. 学習環境との関係 

3.3.1. 分析過程 

まず，3.2.で析出された興味の深まりの契機はどの

ような出来事なのかを概念化した．例えば，「エキスト

ラでその団体に出演をした」ことで「空気が全然違っ

た」オーケストラに出会った協力者10の語りには，「新

しい団体への参加」という概念を付与した．付与した

概念は，共通したり反対したりしている内容をもとに，

より包括的なカテゴリーへと集約していった．例えば

「新しい団体への参加」という概念は，「新しい団体の

組織」「外部での良い指導との出会い」などとともに，

「関与する団体特性の変化」というカテゴリーにまと

められた． 

さらに，1.3.で述べた学習環境の定義をもとに，語

りに現れた「身体的，物質的，文化的，共同的，制度

的な要素」に着目し，興味の深まりの契機がどのよう

な学習環境との関係を含んでいたのかを分析した．例

えば「関与する団体特性の変化」の場合，オーケスト

ラという同一の活動形態をとりながらも，重視する音

楽性の異なる「共同体」へ移動した出来事であるため，

「活動理念の異なる共同体への移動」という概念を付

与した． 

3.3.2. 分析結果 

興味の深まりの契機として，表４に示す「制度的な

活動可能性の変化」という大カテゴリーと，それに含

まれる３つのカテゴリー・７つの概念が生成された．

そして，「制度的な活動可能性の変化」という出来事に

含まれている学習環境との関係を表す３つの概念が生

成された． 

 「制度的な活動可能性の変化」とは，ある人にとっ

て文化的，共同的，制度的な枠組みの範囲内で活動で

きる内容が変わることを指す．アマチュア・オーケス

トラの場合，ジャンルや所属団体の特性が制度的な活

動可能性を規定していた．それゆえ，団員は「制度的

な活動可能性の変化」を経験することで，以前の興味

では出会えていなかったオーケストラの面白さに出会

い，それまでの興味と対比させるかたちで興味を深め

ていくのである． 

 具体的な「制度的な活動可能性の変化」とそこに含

まれている学習環境との関係性には，以下で述べる３

つの種類があった．そこでいう「共同体」とは，オー

ケストラなどの共同体のことである．これは，AZEVEDO

 

表４ 契機としての制度的な活動可能性の変化と学習環境との関係 

制度的な活動可能性の変化
 

学習環境との関係 該当者 

（協力者＊） 

ジャンルの移動 吹奏楽からオーケストラへの移行 6 

 オーケストラからの離脱と復帰 
対照的な領域の共同体への移動と自覚 

4 

関与する団体特性の変化 新しい団体へ参加 9, 10, 13 

 新しい団体の組織 14 

 外部での良い指導との出会い 

同一領域内の対照的な共同体への移動 

9, 13 

団内での位置の変化 役職の任命 1, 11 

 熱心な仲間からの働きかけ 
共同体内での目標の構造化 

2, 4 
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（2011)が趣味のモデルロケットリー・クラブを例に，

学習環境の「共同的」な要素として挙げていた実践共

同体に対応している． 

（１）ジャンルの移動 

 ２事例において「ジャンルの移動」が興味を深める

契機になっていた．協力者６は，中学高校で吹奏楽部

に所属したのち大学の部活でオーケストラを始めたが，

その「吹奏楽からオーケストラへの移行」によって，

吹奏楽では得られなかった打楽器の役割にオーケスト

ラで出会い，「音楽的な無自覚からの脱出」を経験した．

あるいは，協力者４は就職を機に「オーケストラから

の離脱と復帰」を経験し，そのことによって自らの生

活にオーケストラがあることの意味を自覚するように

なり，「参加すること自体の価値を見いだす」こととな

った． 

活動形態の異なる共同体への移動 

 「ジャンルの移動」という契機には，「活動形態の異

なる共同体への移動」という学習環境との関係性が含

まれていた．吹奏学とオーケストラ，オーケストラと

仕事は，人数の編成やその中での個々人の役割が異な

る．そうした活動形態の差異を認識することが結果と

してオーケストラならではの面白さを際立たせること

になるため，「ジャンルの移動」が興味を深める契機に

なったのだと考えられる． 

（２）関与する団体特性の変化 

 ４事例において「関与する団体特性の変化」が興味

の深まりの契機になっていた．引っ越し（協力者９，

13）や，エキストラの誘い（協力者10）といった偶然

の出来事によって「新しい団体へ参加」すること，あ

るいは，自ら「新しい団体を組織」（協力者14）するこ

とによって，それまで所属していたオーケストラでは

できなかった活動のスタイルや面白さに出会い，興味

を深めている事例があった．また，楽器の個人レッス

ンやワークショップを受け，所属団体の「外部での良

い指導との出会い」を果たすことがきっかけとなって

いた事例もあった． 

活動理念の異なる共同体への移動 

 「関与する団体特性の変化」という契機には，「活動

理念の異なる共同体への移動」という学習環境との関

係性が含まれていた．オーケストラという同一の活動

形態をとりつつも，個々の団体によって目標とする音

楽性は異なる．それゆえ，ひとつの団体に所属し続け

ているだけでは，追求できる興味に限界がある．だか

らこそ，それまで所属していた団体とは異なる音楽性

を追求する団体に参加するようになることが，団員が

オーケストラ領域のさらなる面白さに気づき，興味を

深める契機になったのだと考えられる． 

（３）団内での位置の変化 

 ４事例において「団内での位置の変化」が興味の深

まりの契機となっていた．管楽器の演奏を率いるセク

ション・リーダー（協力者１）や，オーケストラの運

営を率いる団長（協力者11）といった「役職の任命」

をされることで，同じ団体に所属していてもそれまで

出会っていなかったオーケストラの面白さに出会い，

興味を深めていた事例があった．「熱心な仲間からの

働きかけ」（協力者２，４）も同様に，その働きかけが

あってはじめて興味の深まりを促すことになっていた． 

目標を焦点化する役割付与 

 「団内での位置の変化」という契機には，「目標を焦

点化する役割付与」という学習環境との関係性が含ま

れていた．個々の団体に参加することは，それだけで

自動的に興味を深める契機になるわけではない．制度

的に定められた「役職の任命」や，「熱心な仲間からの

働きかけ」があることで，はじめて共同体内部での自

らの役割が明確になる．それによって以前では意識さ

れていなかった目標が焦点化されるため，「団内での

位置の変化」が興味を深める契機になったのだと考え

られる． 

4. 結 論 

趣味を長期的に継続する過程において，かつて感じ

ていた面白さとの連続性のもとで，新たな趣味の面白

さを抱くことがある．本研究は，この長期的な興味の

学習を「興味の深まり」と定義し，趣味としてのアマ

チュア・オーケストラ活動において，学習環境との関

わりにおいていかに興味が深まるのかを検討してきた． 

その結果として，まずアマチュア・オーケストラに

おいて興味の深まりには３つの種類――「音楽的な無

自覚からの脱出」，「上達・達成へのとらわれからアン

サンブルへ」，「参加すること自体の価値を見いだす」

――があることが明らかになった．次に，興味の深ま

りは「ジャンルの移動」，「関与する団体特性の変化」，

「団内での位置の変化」からなる「制度的な活動可能

性の変化」が契機となることがわかった．そして，こ

れらの契機には「活動形態の異なる共同体への移動」，

「活動理念の異なる共同体への移動」，「目標を焦点化

する役割付与」という学習環境との関係性が含まれて

いることが明らかになった．図２は本研究で得られた
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結果から，アマチュア・オーケストラにおける興味の

深まりと学習環境の関係を図示したものである． 

5. 課 題 と 展 望 

5.1. 興味の深まりに関して 

 「興味の深まり」概念によって，趣味を長期的に継

続するなかでの面白さは一枚岩ではなく，「上達・達成

へのとらわれからアンサンブルへ」向かうような展開

も起こりうることが分析できるようになった．「現時

点でどのような興味が存在するのか」を調査・分類す

る試みは学校外学習にとどまらず教科教育においても

一般的に行われているが（e.g. 田中 2015），生涯を通

じた学習の観点からも今後は興味の深まりに焦点化し

た研究も有効になるだろう． 

アマチュア・オーケストラの場合，「上達・達成への

とらわれからアンサンブルへ」という興味の深まりの

存在は，特に教授的な示唆をもつ．楽器演奏技術の上

達は学習科学では「熟達」と呼ばれ，その支援も重要

な研究トピックである（SAWYER 2014，p. 8）．しかし，

演奏技術の熟達だけが促されても長期的にはマンネリ

や行き詰まりが見いだされてしまうならば，熟達だけ

でなく音楽の協同的創造（佐藤 2012）の面白さが感じ

られるような教授実践も必要となることが示唆される． 

 本研究では個々の興味深まりの方向性に区別をつけ

ずに分析をおこなってきた．だが，「上達・達成へのと

らわれからアンサンブルへ」という音楽における協働

的な方向への深まりと，「参加すること自体の価値を

見いだす」という個人のアイデンティティの方向への

深まりは質的に異なるものと考えられる．興味の深ま

りの方向ごとに学習環境の影響が異なるのか，といっ

た詳細な問題の検討は，今後の課題として残されてい

る． 

5.2. 学習環境との関係に関して 

 明らかになった学習環境との関係のうち「目標を焦

点化する役割付与」はオーケストラによって制度化さ

れている部分もあったが，「活動形態の異なる共同体

への移動」と「活動理念の異なる共同体への移動」は，

自分で新たに団体を組織した協力者14の場合をのぞき

偶然の出来事によって引き起こされていた．趣味にお

いてもインストラクターのような教育者の地位にある

者は存在しているが，彼・彼女らの教授実践を観察す

るだけでは，本研究における興味の深まりと学習環境

の関係は明らかにならなかっただろう．それゆえ，成

人教育や社会教育といった「教育」の枠組みを前提と

せず，あくまで「学習者としての趣味人」（LIU and 

FALK 2014）がどんな趣味の世界を経験し，学習環境と

の関わりの中で偶発性をともないつつもいかに活動を

深めているのかを，社会・文化的アプローチ（e.g. COLE 

1996）に基づいて検討していく必要がある． 

逆に，偶然の出来事に左右されていた学習環境との

関係をいかにデザインし，実践として興味の深まりを

支えていくかは今後の課題として残されている．その

際には，共同体への参加だけでなく「移動」をいかに

支えるのかが重要になるだろう． 

5.3. 共同体の意味と領域固有性に関して 

 本研究の知見はアマチュア・オーケストラという単

一の趣味に限定されたものである．知見の一般性やオ

ーケストラの領域固有性を検討するためにも，他の趣

味との比較は今後の課題となる． 

 その際に検討すべき点は，趣味における「共同体」

の性質である．本研究の分析では，学習環境としての

共同体がもつ影響の大きさが浮き彫りになった．その

理由として，オーケストラが大規模で組織化された団

体活動であることが考えられる．オーケストラは構成

人数が30名から100名に及び，その中で弦楽器，木管楽

器，金管楽器，打楽器のセクションに分かれ，さらに

セクション内でヴァイオリンなど個々の楽器のパート

に分かれる．その中で役割分担が明確にあり，団体ご

との音楽スタイルも異なるのである．こうした特徴が

あるために，一つの団体に所属することが強固に「制

度的な活動可能性」を規定しうるし，そこから移動す

ることが興味の深まりの契機になりやすいのだと考え

 

 

図２ 興味の深まりと学習環境の関係 
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られる． 

 だが，必ずしもすべての趣味がオーケストラのよう

な性質の共同体をもっているわけではない．写真撮影

のように一人で実践できる趣味も存在する．またその

ような趣味でも SNSなどの何らかの共同体に関与する

ことは一般的にあるが，オーケストラにおける所属団

体と，SNS のような共同体がもつ意味あいは大きく異

なるだろう．学習環境としての「共同体」との関係性

が趣味によっていかに異なるのかを解明するために，

オンラインコミュニティなども視野に入れた比較研究

が今後課題となるだろう． 
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Summary 

How do learning environments support adults’ hobby 

pursuits? Although recent research has focused on 

interest development and persistence in hobbies, this 

study proposes a new concept, “interest deepening,” and 

seeks to reveal how interests in adult hobbies deepen 

through interaction with learning environments. In order 

to demonstrate this, an amateur orchestra was selected 

as a case study of hobbies, and 15 amateur orchestra 

musicians were interviewed retrospectively. The results 

show that interest deepening can be of three types: (1) 

awakening from musical unconsciousness, (2) turning to 

ensembles from expertise and accomplishment, and (3) 

recognizing the value of participation itself. The results 

also indicate that interest deepening is realized through 

three types of relationships to learning environments: (a) 

transference to another community with a different form 

of activity, (b) transference to another community with a 

different sense of values, (c) through a goal-focusing role 

assignment. 

KEYWORDS: ADULTS, HOBBIES, INTERESTS, 

INFORMAL LEARNING, LEARNING ENVIRONMENTS, 

QUALITATIVE RESEARCH 
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